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神田孝夫名誉教授記念号の発刊によせて
学長 山 田 家 正
このたび,商 學討究第52巻第2・3合 併号を発刊するにあた り,長年本学の
発展に尽 くされた小樽商科大学名誉教授神田孝夫先生のご業績 を讃え,本 号を
「神田孝夫名誉教授記念号」 とすることに致 しました。
先生は1961年北海道大学法学部をご卒業後,同 大学大学院法学研究科修士課
程 に進学,1966年同課程を修了されました。同年直ちに北海道大学法学部助手
となられ,1969年9月に本学短期大学部の講師として着任 されました。1970年
助教授,71年本学商学部助教授,79年教授 に昇任 されました。1989年3月には
北海道大学か ら法学博士の学位が授与 されました。1984年7月か ら2年聞,本
学短期大学部主事を務め られ当時の夜間教育機関であった短期大学部の教育の
充実と学生の教育環境の改善にご尽力頂 き,さ らに,1994年には商学部企業法
学科長に就任 されて同学科の発展 に寄与 されました。2001年3月に本学を定年
でご退官にな られました。ご退官直後の4月 には,本 学教授会は,30年7ケ月
もの長期にわたって本学に多大なご貢献 を賜った神田先生のご業績に報いるた
め,小 樽商科大学名誉教授の称号を授与致しました。
神田先生のご専門は民法,特 に不法行為法,損 害賠償法等で,学 部では主 と
して民法総論,大 学院では損害賠償の理論等を担当 して頂 きました。先生のご
業績は多数の著書,論 文により,学会での評価 も高 く,著名な研究者 として広
く知 られてお ります。一方で学外において も多数の審議会委員を務められるな
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2ど,研究者 としての社会的責任 も十分に果たされ,そ のお仕事は現在 も引き続
き行っておられると伺っています。
学内改革 においては,神 田先生が短期大学部主事を務め られた時に,夜 間三
年制の短期大学部卒業後商学部3年 への編入制度を導入されて,当 時の短大生
の勉学意欲 を高め,優 秀な学生達が育ちました。私 自身は神田先生の後を引き
継いで主事 を務めましたので,そ の編入制度の恩恵を受けた学生達の生 き生き
とした姿をよく覚えてお ります。
ご退官後は,他 大学でさらに教育研究の道を続けてお られ ます。今後益々御
健勝で御活躍 されます よう祈念致 しております。ここに一文を記 し,発刊にあ
たってのご挨拶 といたします。
